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設計資料

◇『スリムハイキⅡ』システムを採用して頂くにあたり、

　必ず本資料をお読みになり、設計に反映してください。

－もくじ－

２．設計資料　　　　　　　　　　　　　　４～１２ページ

３．製品仕様　　　　　　　　　　　　　１２～１３ページ

◇本製品はＩＨ調理器専用の換気システムです。

　ＩＨ調理器以外の調理器具には使用しないでください。
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ＰＢＬＪ０８４

同時給排気仕様　：　KVW2-WA

排気専用仕様　　：　KVW2-SA

同時給排気防火ダンパー組込仕様　：　KVW2-WA-FD

排気専用防火ダンパー組込仕様　　：　KVW2-SA-FD

型式

４．電気配線図 　　　 　　　　　　　　      １４ページ

本設計資料の内容は、機器の改良などにより予告なしに変更する場合があります。

製造元



室内グリル

コントロールスイッチ カバー

室外ユニット

点検口
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１．スリムハイキⅡの製品説明
　　『スリムハイキⅡ』はＩＨ調理器専用の換気扇で、吸込みグリルを壁面の低い位置に設けることで

　煙や蒸気が室内に拡散する前に強制的に排気します。そのため、従来の換気扇に比べると煙や蒸気の

  室内への拡散がなく、効率良く排気が行えます。

　　そのほか、

　　○従来のように大きなフードが必要ないため上部を有効利用できます（吊り戸棚の設置など）。

　　○壁面に付着する汚れが少なくなります。

　　○機器の設置位置が低く部品の取り外しが容易な為、メンテナンスが容易にできます。

　　○目障りなフードはありません。キッチンがすっきりとします。

　　○コントロールスイッチにより風量切替ができます。

　　○シンプルかつコンパクトなデザインなので、室内・屋外ともに見た目がスッキリします。

室内側

屋外側

ＰＢＬＪ０８４

○【同時給排気仕様】と【排気専用仕様】について

　【同時給排気仕様】

　　・排気と給気を一体にした製品です。住宅の造りによっては別途給気口が必要となる場合もございます。

　【排気専用仕様】

　　・排気のみの製品です。排気量をご確認していただき、給気口を必要とする場合は、適した給気口を設置

　　※【排気専用仕様】の製品は、既製品の電動給気シャッター（連動可能）との組み合わせも可能です。

　　　添付図面（結線図）を参照願います。

　　になってしまいます。給気不足による排気不良の原因となる恐れがあります。

　○気密性のある住宅では、給気口がないと換気扇（スリムハイキⅡ）を回すと台所（キッチン等）が負圧

　　排気量が満たされず調理中の油煙がうまく排気できないトラブルにもなりかねますのでご注意願います。

　　スリムハイキⅡは、２タイプ仕様があります。用途に合わせて設計・使用して下さい。

　　　していただくようお願いします。

　　※延焼区画等で防火ダンパーが必要な場合は、防火ダンパー組込仕様をご使用下さい。

　　※延焼区画等で防火ダンパーが必要な場合は、防火ダンパー組込仕様をご使用下さい。

　○スリムハイキⅡは、次世代省エネルギー基準のⅣ～Ⅴ地区を基準としています。

　　Ⅲ地区以北でのご使用は、地域条件（多雪、日中平均気温が氷点下、寒冷地）にもよりますが、Ⅳ地区相当

　　の環境（気温等）であればご使用可能です。

　　※上記地域で外気温度が氷点下に下がった場合や、室温が高温・多湿の場合、室内グリル表面が結露する

　　　恐れがあります。機器の性能に問題はありませんので、結露した場合は結露水を拭き取ってください。

　　※冬期：ご使用されないときは、蓋を必ず閉めて下さい。

○スリムハイキⅡがご使用出来る地域について

　　※吊り棚等の設置においては、消防法の基準を基に設置して下さい。

　　※C値1.5以下の住宅においては、別途給気口が必要となります。



（防火ダンパー組込仕様の場合）

室内側短管 室内側短管

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

点検口

電源ボックス

ファン

ファンケーシング

モーター

排気口

ファン固定ネジ

カバー

室内側短管

（同時給排気仕様）

室内側短管

（排気専用仕様）

温度ヒューズ（120℃）

グリル グリル

ロックボード

処理枠 処理枠

室外側短管 室外側短管

段ボール枠 段ボール枠
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【部材一覧】

２

ＰＢＬＪ０８４

・室外ユニット

・室内ユニット

※同時給排気仕様

・スイッチと保温材（付属品）

・防火ダンパー

　延焼区画等で防火ダンパーが必要な場合に使用します。

注意）

ご注文時に指示して下さい。

防火ダンパー仕様は、専用の室内短管

を使用します。

※排気専用仕様



（防火ダンパー組込仕様の場合）

（同時給排気仕様の場合）

室内グリル※1

コントロールスイッチ

室外ユニット

ファンケーシング

ファン

点検口

モーター

カバー

風量切替スイッチ

電源ボックス
ドアスイッチ

外気取入口

排気口

給気口

排気口

ファスナー

室内側短管

（同時給排気仕様）

室内側短管

（排気専用仕様）

温度ヒューズ（120℃）

３ ＫＶＷ２－ＷＡ・ＳＡ　　設計資料

【各部のはたらき】

ＰＢＬＪ０８４

　台所の壁面に設けられ、調理時に発生した煙や湯気
　を吸込んで内蔵のベーンにより気流を整流し、室外
　へ導きます。

●室内グリル（排気専用仕様）

●コントロールスイッチ

　内部に大径のシロッコファンを内蔵し、調理時に発生
　した煙や湯気を強制的に屋外へ排出します。

●室外ユニット

　運転（入）・停止（切）・風量（強・弱）の切替を

　行うことができます。

■室内側

■室外側

　風量切替スイッチを『急』にすると、強運転よりも
　さらに排気量を増やすことが出来ます。

●風量切替スイッチ

　室内グリルから吸込んだ煙などを屋外に排出します。

●排気口

　運転中に点検口を開いた場合、運転を自動的に停止

　させます。

　前面には、安全のため保護ガードを取り付けています。

　(点検口が開いたままだと運転できません)

　

●ドアスイッチ

　室内のコントロールスイッチから送られた信号を受
　けて室外ユニットを制御します。

●電源ボックス

　新鮮な外気を室内へ取入れます。

●外気取入口

※ファスナーは、南京錠（お客様購入）で施錠が出来
  ます。

　同時給排気仕様は、給気口を標準仕様として設けた
　グリルです。グリル上部の給気口から室内に外気を
　取り入れます。
※お住まいの気密状態（C値1.5以下）によっては、
　別途給気口を設置する場合もあります。
　

●室内グリル（同時給排気仕様）

※1：同時給排気仕様

　火災が発生した場合、火災の延焼、煙の流出を防ぎ
  ます。

●防火ダンパー

※通常（工場出荷時）は『強』設定となっています。



段ボール枠（付属品）

室
内
側

室
外
側

不燃化粧ボード

 石膏ボード 
コーススレッド（木ネジ）等

サイディング

気密シート

防水シート

気密テープ又はシール処理

アルミテープ

下地材

固定板
アルミテープ

アルミテープ

                                                                                                  

処理枠

段ボール枠

処理枠（付属品）

施工例

火災予防上、下記内容をご理解頂き壁開口周りの構造をご検討下さい。

スリムハイキⅡ短管の周囲（壁内）は同梱のロックボードを介しては５ｃｍ、
ロックボードを介さない場合１０ｃｍ以上、可燃物を離して下さい。

※詳しくは、所轄の消防署へご確認下さい

木枠（可燃物）

木枠（可燃物）

（可燃物）

（可燃物）

（可燃物）

（可燃物）

（特定不燃材）

（特定不燃材）

（特定不燃材）

ロックボード 50ｔ（不燃材）

ロックボード 50ｔ（不燃材）

（可燃物）

ロックボード又は

      特定不燃材 ５ｃｍ以上

ロックボード又は

      特定不燃材
５ｃｍ以上

可燃物の施工可

可燃物の施工可

この部分はロックボード外なので

特定不燃材でなければなりません。

【注意】

（付属品）

開口

（不燃材）

４
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【スリムハイキⅡを設置する壁構造について】

■壁開口周りの構造について

ＰＢＬＪ０８４

２．設計資料

注意）下記の図は施工の一例です。上記枠内が考え方の基準

      となります。実際の施工に合せてご検討下さい。

<段ボール枠>
上記図中の段ボール枠は現地で壁開口を正しく
行って頂く為に施工中、壁開口に差込んでおくの
為のガイド部材です。（付属品）
段ボール枠には上記と同じ内容が印刷されており
現地で施工要領を確認しながら施工出来ます。



６００ｍｍ ６００ｍｍ

１９５ｍｍ

室外ユニット

室外ユニット

室内グリル

排気口

厚み９㎜以上の特定不燃材

又は、不燃材

厚み９㎜以上

の特定不燃材

又は、不燃材

室内グリル

内壁材

排気口

ＩＨ調理器

厚み９㎜以上の特定不燃材又は、不燃材

室内グリル

外壁材

【設置する壁の材質について】

■下記の壁の材質には厚み９㎜以上の金属以外の特定不燃材又は、不燃材を使用して下さい。

①室外ユニットと接している外壁材

②室外ユニット排気口の吹出方向(下向き)周囲６００ｍｍの範囲の外壁材

③室内グリルと接している内壁材

５
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②

①

③

③部詳細図

【屋外から見た図】

【側断面図】 【室内から見た図】



室外ユニット

・同時給排気仕様

・排気専用仕様

※２タイプあります

内　壁外　壁

ＩＨ調理器

渡り電線

コントロール
スイッチ木枠（本体受補強）

固定板

床　面

短　管

グリル

処理枠

６
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【スリムハイキⅡシステムの設置について】
■システムキッチンのプランにより、システムの設置位置をお決め下さい。

　システムは、≪室内グリル≫設置位置が基準となりますので次項に示す

　設置パターンを御確認の上、設計に反映して下さい。（設置は２パターンあります）

ＰＢＬＪ０８４

【側断面図】

【室内側正面図】

①同時給排気仕様 ②排気専用仕様



５０～５０～

コントロールスイッチ設置位置

コントロールスイッチ設置範囲

室内グリル

室内グリル

ＩＨ調理器

ＩＨ調理器

ＩＨ調理器中心位置

ＩＨ調理器中心位置

７
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【スリムハイキⅡシステムの設置位置参考例】

●ＩＨ調理器中心位置を基準に室内グリルの位置を決めて下さい。

□スリムハイキⅡシステムは、外壁に面した場所に設置するシステムで、前面排気

　もしくは側面排気にて使用します。

●室内グリルの取付位置を基準としてコントロールスイッチの位置を決めて下さい。

（注意）室内グリル上面・下面には設置しないで下さい。

●コントロールスイッチとＩＨ調理器の設置位置については、８・９ページを参照してください。

ＰＢＬＪ０８４

（左右どちらか選択してください）

前面排気の場合①

前面排気の場合②



５０～

３
０

０
以

上

２００以下

～
７００

～
６５０

ＩＨ調理器

コントロールスイッチ設置位置

室内グリル

ＩＨ調理器中心位置

ＩＨ調理器

室内グリル

バックスクリーン

スリムハイキの蓋

と干渉しないこと

コントロールスイッチ設置位置

壁（外壁）

壁・間仕切

８
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●ＩＨ調理器中心位置を基準に室内グリルの位置を

　決めて下さい。

（注意）室内グリルから一番遠いＩＨヒーター中心

●室内グリルの取付位置を基準としてコントロール

　スイッチの位置を決めて下さい。

（注意）室内グリル上面・下面には設置しないで

        下さい。

【スリムハイキⅡシステムの設置位置参考例】つづき

○室内グリル・コントロールスイッチ等の設置位置

　は【横面排気型①】と同様です。

●３００ｍｍ以上のバックスクリーンを必ず

　設置して下さい。

　　　　て下さい。

　　　　位置までを距離を７００ｍｍ以内として下さい。

　　　　７００ｍｍ以上では排気効率が悪くなります。

（注意）室内グリルから一番遠いＩＨヒーター中心位置ま

（注意）バックスクリーン設置とIHヒータの距離に注意し

　　　　 でを距離を６５０ｍｍ以内として下さい。

ＰＢＬＪ０８４

（注意）　エアコン等の気流の干渉があると排気がうまく

さい。

いかない場合がありますので配置に御配慮下

　　　　※６５０ｍｍ以上では排気効率が悪くなります。

（注意）上記システムはＩＨ調理器を基準に正面及び側面（室内グリルが取付く面）に壁が有る場合です。

側面排気の場合①

側面排気の場合②：Ｉ型キッチン（フルオープンキッチン）対応について



１
０
０
ｍ
ｍ
以
上 １００ｍｍ以上

２０ｍｍ以上

室内グリルカバー

ＩＨ調理器発熱体ＩＨ調理器発熱体ＩＨ調理器発熱体

ＩＨ調理器

コントロールスイッチ

ＩＨ調理器発熱体外周との距離が１００ｍｍ以内
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【コントロールスイッチの設置位置について】

■ＩＨ調理器は火災予防上、可燃物等(壁・コントロールスイッチ)

　との距離を下図の様に離して設置する必要があります。

可燃物等とＩＨ調理器発熱体外周との距離が１００ｍｍ以上離すこと。

（上記は入力４.８kw以下で一口当たりの消費電力が３kw以下の場合です）

可燃物等とＩＨ調理器発熱体外周との距離が１００ｍｍ取れない時には、

ＩＨ調理器本体から２０ｍｍ以上離した下図の様な位置に設置して下さい。

ＰＢＬＪ０８４

■施工にあたり、地域により防災上の制限を受けることがあります。

　その際は所轄の消防署の指導にしたがって下さい。



２
０
０
ｍ
ｍ
以
上 ２００ｍｍ以上

３０ｍｍ以上

室内グリル

カバー

ＩＨ調理器発熱体ＩＨ調理器発熱体ＩＨ調理器発熱体

ＩＨ調理器

コントロールスイッチ

ＩＨ調理器発熱体外周との距離が２００ｍｍ以内
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可燃物等とＩＨ調理器発熱体外周との距離が２００ｍｍ取れない時には、

ＩＨ調理器本体から３０ｍｍ以上離した下図の様な位置に設置して下さい。

注意）ただし､入力が４.８kwを越え一口当たりの消費電力が
　　３kwを越え５kw以下の場合は下記に示します。

　ＩＨ調理器発熱体外周と可燃物等との距離を２００ｍｍ以上取って下さい。

ＰＢＬＪ０８４



３
０
０
以
上

Ｈ

室内グリル

バックスクリーン

ＩＨ調理器  

ＩＨ調理器に面する材料
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●電源（ＡＣ100Ｖ）は、単独回路で、漏電ブレーカを設置して下さい。

●延焼区画等で防火ダンパーが必要な場合、防火ダンパー組込仕様をご指定下さい。

●この製品はＩＨ調理器専用です。ガスコンロ等に使用しないで下さい。

●スリムハイキⅡは、【同時給排気仕様】と【排気専用仕様】があります。

　住宅の仕様により使い分けて下さい。

　　・同時給排気仕様：機械排気、自然給気機構です。

　　・排気専用仕様　：既製品の給気口を必要とする場合は、別途設けてください。

　　　　　　　　　　　本製品で給気口を設置する場合、キッチン内の天井もしくは天井に

●フルオープンキッチンをご採用になる場合、ＩＨ調理器後方に300ｍｍ以上の

　バックスクリーンを必ず取付て下さい。（下図参照）

ＰＢＬＪ０８４

※エアコン等の気流の干渉があると排気がうまくいかない場合が

　ありますので配置に御配慮下さい。

　　　　　　　　　　　近い壁に必ず設置して下さい。電動給気シャッターをご使用する

　　　　　　　　　　　場合、スイッチ側で連動が出来ます。結線図を参照願います。

　スイッチまでの電源線，スイッチから室外ユニットまでの渡り線，アース工事が

　事前に必要です。施工の際は、必ず施工要領書を参照願います。

　防火ダンパーは、スリムハイキⅡ専用です。

　　　　　　　　　　※お住まいの気密状態により、別途給気口を設置する場合もあります。

　　　　　　　　　　　Ｃ値1.5以下の場合は、φ150相当の有効開口面積が必要です。

●ＩＨ調理器上部に吊り戸棚等を設置される場合

  ＩＨ調理器からの距離（Ｈ寸法）が規定されます。

ＩＨ調理器

天井

ＩＨ調理器に面する材料

吊り戸棚等

Ｈ寸法

８００ｍｍ以上

１０００ｍｍ以上

特定不燃材又は、不燃材の場合

可燃物の場合

※地域の火災予防条例によっても異なるので

  詳しくは所轄の消防署へご確認下さい。

使用上のご注意

※ご採用いただく際は、【取扱説明書】【施工要領書】もお取寄せ願います。

ＩＨ調理器の上部に吊り戸棚等を設置される場合



施工時に別途ご用意いただくもの
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３．製品仕様
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■製品型式・構成品

システム名・型式
構成品

構成品名 構成型式

保温材 ＫＶＲ１－ＷＡ ロックボード

仕　様

ＫＶＢ２－ＷＡ

ＫＶＳ－ＷＡ 強・弱スイッチコントロールスイッチ

室外ユニット

保温材 ＫＶＲ１－ＳＡ ロックボード

ＫＶＢ２－ＷＡ

ＫＶＳ－ＷＡ 強・弱スイッチコントロールスイッチ

室外ユニット

保温材 ＫＶＲ１－ＷＡ ロックボード

ＫＶＢ２－ＷＡ

ＫＶＳ－ＷＡ 強・弱スイッチコントロールスイッチ

室外ユニット

保温材 ＫＶＲ１－ＳＡ ロックボード

ＫＶＢ２－ＷＡ

ＫＶＳ－ＷＡ 強・弱スイッチコントロールスイッチ

室外ユニット

・専用の漏電ブレーカー（推奨：定格電流２０Ａ、感度電流１５ｍＡ）

・埋込用スイッチボックス

・電源線：６００Ｖビニルシースケーブル（ＶＶＦ－２Ｃ）φ１．６又はφ２（単線）

・渡り電線：６００Ｖビニルシースケーブル（ＶＶＦ－３Ｃ）φ１．６又はφ２（単線）

・アース線：Ｄ種（第三種）設置工事（φ１．６又はφ２ 緑色（単線））

・シール材　　・気密テープ

・室外ユニット設置用木枠等（建築造作）

上記部材は、施工していただく業者にて御用意願います。

※【施工要領書】を取り寄せ願います。

ステンレス（ヘアライン）

ＫＶＦ－ＷＡ 壁厚：１４５ｍｍ～２３５ｍｍ　対応短　管

室内グリル ＫＶＧ２－ＷＡ

ステンレス（ヘアライン）室内グリル ＫＶＧ－ＳＡ

ＫＶＴ１－ＷＡ 溶融亜鉛メッキ鋼板処理枠

ＫＶＦ１－ＳＡ 壁厚：１３０ｍｍ～２３５ｍｍ　対応短　管

ＫＶＴ１－ＳＡ 溶融亜鉛メッキ鋼板処理枠

ステンレス（ヘアライン）

ＫＶＦ－ＷＦ短　管（ＦＤ組込）

室内グリル ＫＶＧ２－ＷＡ

ステンレス（ヘアライン）室内グリル ＫＶＧ－ＳＡ

ＫＶＴ１－ＷＡ 溶融亜鉛メッキ鋼板処理枠

ＫＶＦ１－ＳＦ 壁厚：１３０ｍｍ～２３５ｍｍ　対応短　管（ＦＤ組込）

ＫＶＴ１－ＳＡ 溶融亜鉛メッキ鋼板処理枠

ステンレス（ヘアライン）

ステンレス（ヘアライン）

ステンレス（ヘアライン）

ステンレス（ヘアライン）

壁厚：１４５ｍｍ～２３５ｍｍ　対応

　　ＫＶＷ２－ＷＡ

【同時給排気仕様】

　　ＫＶＷ２－ＳＡ

【排気専用仕様】

　　ＫＶＷ２－ＷＡ－ＦＤ

　【同時給排気

　　防火ダンパー組込仕様】

　　ＫＶＷ２－ＳＡ－ＦＤ

　【排気専用

　　防火ダンパー組込仕様】
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ノッチ

風量（m3/h）※

 騒音（dB（A））

ファンモーター

電　　源

　その際、下記内容をお知らせください。

《お問合せ》
●製品に関するお問合せは、弊社までご連絡ください。

品名：スリムハイキⅡ 問合せ内容

お客様のお名前・ご住所・連絡先

単相ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

急 強 弱

６６０ ５８０ ３８０

ＡＣコンデンサ誘導モーター

５５ ５２ ４１室内

グリル：約２Ｋｇ，室外ユニット：約１６Ｋｇ　

型式：ＫＶＷ２－○Ａ

　　　ＫＶＷ２－○Ａ－ＦＤ

消費電力(Ｗ) １６６／１９８

■製品仕様

ＰＢＬＪ０８４

質　量（kg）

製品名

単相ＡＣ１００Ｖ（５０/６０Ｈｚ）

急 強 弱

６４０ ５４０ ３２５

５５ ５１ ４２

グリル：約１Ｋｇ，室外ユニット：約１６Ｋｇ　

１６６／１９８

同時給排気仕様（ＫＶＷ２－ＷＡ） 排気専用仕様（ＫＶＷ２－ＳＡ）

同時給排気　防火ダンパー組込仕様
　　　　　　（ＫＶＷ２－ＷＡ－ＦＤ）

排気専用　防火ダンパー組込仕様
　　　　　（ＫＶＷ２－ＳＡ－ＦＤ）
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